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江
戸
時
代
の
岡
山
城
下
で
広
く
活
動
し
た
豪
商
の
う
ち
、
灰
屋
河
本
家
は
、
蓄
え
た
富
を
天

下
国
家
の
た
め
と
し
て
貴
重
な
書
籍
や
美
術
品
の
収
集
に
注
ぎ
、
京
都
の
公
家
や
学
者
と
交
際

し
て
高
い
文
化
の
香
気
を
岡
山
へ
も
た
ら
し
た
こ
と
で
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

河
本
家
の
収
集
品
の
多
く
は
第
二
次
大
戦
の
直
後
ま
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
経
緯
を
経
て
散
逸
し

ま
し
た
が
、
な
お
多
く
の
資
料
が
昭
和
三
四
年
に
当
主
の
河
本
太
仁
治
氏
か
ら
当
館
へ
寄
付
さ

れ
て
お
り
、
同
じ
く
戦
後
に
東
京
国
立
博
物
館
の
所
蔵
と
な
っ
て
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
鎌
倉
時

代
の
絵
巻
「
餓
鬼
草
紙
」（
河
本
家
本
）
と
と
も
に
、
か
つ
て
の
繁
栄
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

河
本
家
の
人
々
は
書
館
、
経
誼
書
院
を
設
立
し
て
万
巻
に
及
ぶ
貴
重
な
書
物
を
人
々
の
利
用

に
供
す
る
と
と
も
に
、
第
六
代
の
当
主
の
立
軒
は
、
父
の
侗
居
（
一
阿
居
士
）
が
志
し
た
城
下

の
市
民
の
た
め
の
郷
学
の
設
置
を
実
現
さ
せ
て
、
自
身
が
教
壇
に
立
っ
て
漢
学
を
講
義
し
た
と

も
伝
わ
っ
て
お
り
、
所
蔵
す
る
資
料
と
学
識
を
惜
し
み
な
く
市
民
へ
開
放
し
ま
し
た
。

　

近
代
に
な
っ
て
も
河
本
家
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
入
信
し
て
石
井
十
次
ら
と
と
も
に
数
々
の

社
会
事
業
に
取
り
組
ん
だ
乙
五
郎
氏
と
、
時
代
の
先
端
を
行
く
画
家
た
ち
を
積
極
的
に
支
援
し

た
太
仁
治
氏
の
父
子
の
生
き
方
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
名
望
家
と
し
て
社
会
へ
の
貢
献
を

続
け
て
来
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
こ
の
た
び
は
、
①
河
本
家
の
歴
代
の
当
主
の
肖
像
画
と
、
②
河
本
家
の
人
々
が
収
集

し
た
作
品
、
お
よ
び
③
本
格
的
に
画
技
を
学
ん
だ
河
本
家
の
人
々
の
作
品
を
展
示
し
、
絵
画
作

品
を
中
心
に
し
て
河
本
家
の
事
業
を
ご
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

一　

河
本
家
の
歴
代
当
主

　

明
治
初
期
に
当
主
の
又
七
郎
（
黙
軒
）
が
岡
山
藩
へ
提
出
し
た
奉
公
書
に
よ
る
と
、
河
本
家

の
祖
先
は
浮
田
氏
で
あ
り
、
池
田
氏
が
岡
山
城
主
に
な
っ
た
江
戸
時
代
に
城
下
へ
出
て
商
人
と

な
っ
た
と
い
い
、城
下
の
船
着
町
（
現
在
の
岡
山
市
北
区
京
橋
町
）
に
本
邸
を
構
え
て
い
ま
し
た
。

　

宝
暦
年
間
の
当
主
、
河
本
勝
平
（
一
居
）
は
、
松
前
か
ら
博
多
ま
で
の
全
国
に
わ
た
る
交
易

網
を
築
き
、
事
業
を
岡
山
城
下
で
有
数
の
規
模
に
発
展
さ
せ
た
と
い
い
ま
す
。

　

勝
平
の
甥
で
養
子
と
な
っ
た
河
本
質
（
巣
居
）
は
、
河
本
家
で
は
初
め
て
岡
山
城
下
の
町
人

社
会
を
代
表
す
る
惣
年
寄
の
役
に
就
き
ま
し
た
が
、
各
地
で
貴
重
な
書
物
を
収
集
し
、
万
巻
に

及
ぶ
河
本
家
の
蔵
書
の
基
礎
を
作
っ
て
、
こ
れ
を
納
め
る
経
誼
書
院
を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
し

て
以
後
、
河
本
家
の
歴
代
の
当
主
は
岡
山
城
下
の
惣
年
寄
に
任
ぜ
ら
れ
、
武
家
の
町
奉
行
の
も

と
で
城
下
の
市
政
を
取
り
仕
切
っ
て
き
ま
し
た
。

　

巣
居
の
子
の
河
本
安
（
侗
居
、
一
阿
居
士
）
は
茶
道
、
和
歌
、
俳
諧
に
造
詣
が
深
く
、
そ
の

こ
と
を
通
し
て
全
国
の
多
く
の
文
化
人
と
交
流
を
持
ち
ま
し
た
が
、
晩
年
は
禅
に
傾
倒
し
、
備

中
国
の
宝
福
寺
に
入
山
し
ま
し
た
。

　

侗
居
の
子
の
儼
（
立
軒
）
は
、
父
が
志
し
た
城
下
の
町
人
の
子
弟
の
た
め
の
教
育
機
関
設
置

事
業
を
継
承
し
、
藩
か
ら
経
誼
書
院
を
郷
学
と
す
る
認
可
を
得
ま
し
た
。
彼
は
漢
学
に
深
い
素

養
を
も
っ
て
お
り
、
経
誼
書
院
で
中
国
風
の
服
装
を
し
て
、
み
ず
か
ら
市
民
に
漢
籍
を
講
義
し

た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
彼
が
残
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
書
物
か
ら
判
断
す
る
と
、
香
道
、
茶
道
、
花
道
な
ど
の
芸

能
や
座
敷
飾
り
に
つ
い
て
よ
く
学
び
、
雅
楽
に
つ
い
て
も
深
い
学
識
を
得
て
い
ま
し
た
。
こ
う

し
た
こ
と
は
上
層
町
人
と
し
て
の
交
際
の
必
要
か
ら
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
資
料
を

通
じ
て
立
軒
の
関
心
の
深
さ
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
、
学
問
へ
の
傾
倒
は
も
っ
と
真
摯
な
動

機
か
ら
出
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

二　

京
都
で
学
ん
だ
河
本
家
の
人
々

　

立
軒
の
長
子
の
会
（
公
輔
）
は
学
問
へ
の
志
が
止
み
が
た
く
、『
平
安
人
物
志
』
に
も
三
宅
姓

で
名
前
が
出
て
い
る
と
お
り
、
京
都
へ
出
て
上
賀
茂
神
社
の
神
官
で
国
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る

賀
茂
季
鷹
に
師
事
し
、
国
学
や
和
歌
を
研
究
し
て
著
作
も
残
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
河
本
家
の

当
主
は
弟
の
曽
（
訒
軒
）
が
嗣
ぎ
ま
し
た
が
、
彼
も
惣
年
寄
を
務
め
る
多
忙
の
中
で
和
歌
や
書

に
親
し
み
ま
し
た
。

河
本
家
の
人
々
と
そ
の
遺
産
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公
輔
の
長
子
の
文
介
（
延
之
）
も
京
都
に
と
ど
ま
っ
て
歌
道
を
研
究
し
た
の
で
、
そ
の
弟
の

容
軒
が
岡
山
で
当
主
と
惣
年
寄
な
ど
の
役
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
が
、
彼
は
琴
洲
と
号
し
て
京
都

の
画
家
、
中
島
来
章
か
ら
本
格
的
に
画
業
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
た
め
同
門
の
画
家
の
川
端
玉

章
が
幕
末
の
文
久
年
間
に
岡
山
の
琴
洲
を
訪
ね
た
と
き
、
市
内
で
初
め
て
公
開
さ
れ
て
い
た
虎

を
実
写
し
た
作
品
が
河
本
家
に
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

京
都
で
生
涯
を
過
ご
し
た
公
輔
と
延
之
の
父
子
は
、
岡
山
の
本
家
と
の
つ
な
が
り
を
絶
や
さ

ず
、
む
し
ろ
都
の
人
士
と
交
わ
る
こ
と
で
多
く
の
情
報
を
も
た
ら
し
、
河
本
家
が
堂
上
の
人
々

と
深
い
関
係
を
結
ぶ
の
に
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

三　

収
集
家
と
し
て
の
河
本
家

　

城
下
の
商
人
は
藩
の
求
め
に
応
じ
て
多
額
の
献
金
を
行
な
い
、た
び
た
び
そ
の
財
政
難
を
救
っ

て
き
た
ほ
か
に
、
名
望
家
と
し
て
文
化
事
業
や
社
会
事
業
に
も
貢
献
し
ま
し
た
。
岡
山
の
豪
商

の
中
で
は
と
り
わ
け
河
本
家
が
文
化
面
で
顕
著
な
活
動
を
し
て
お
り
、
立
軒
の
頃
に
は
書
籍
の

ほ
か
に
も
古
銅
器
や
古
鏡
、
楽
器
な
ど
を
多
数
所
蔵
し
て
い
ま
し
た
。

　

江
戸
幕
府
で
寛
政
の
改
革
を
推
進
し
た
松
平
定
信
は
、
幕
閣
を
退
い
た
頃
か
ら
全
国
の
古
器

物
の
調
査
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
代
風
に
言
え
ば
文
化
財
図
録
に
該
当
す
る
よ
う
な

大
部
の
書
物
『
集
古
十
種
』
を
編
纂
さ
せ
ま
す
が
、
そ
の
中
に
立
軒
の
所
蔵
品
も
収
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

河
本
家
の
歴
代
の
当
主
の
肖
像
画
の
中
で
、
立
軒
の
も
の
は
独
特
で
異
彩
を
放
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
定
信
の
側
近
を
務
め
た
画
家
、
谷
文
晁
の
高
弟
の
大
野
文
泉
が
『
集
古
十
種
』
の
調
査

の
た
め
に
中
国
地
方
を
旅
行
し
た
寛
政
一
二
年
に
、
立
軒
の
所
蔵
品
を
実
見
す
る
た
め
に
岡
山

へ
立
ち
寄
っ
た
と
き
描
か
れ
た
も
の
で
す
。
こ
れ
の
「
対
写
」
と
あ
る
注
記
は
、
立
軒
を
実
際

に
目
の
前
に
し
て
直
接
写
生
し
た
こ
と
を
表
し
て
お
り
、
そ
れ
は
描
写
の
内
容
も
う
か
が
わ
れ
、

生
前
の
立
軒
の
風
貌
を
彷
彿
さ
せ
る
貴
重
な
作
品
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

か
つ
て
河
本
家
は
鎌
倉
時
代
の
絵
巻
物「
餓
鬼
草
紙
」の
所
蔵
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

仏
教
の
六
道
輪
廻
の
思
想
を
表
し
た
こ
の
絵
巻
は
、
都
の
貴
族
の
邸
宅
に
始
ま
り
、
平
安
京
の

市
街
を
経
て
、
荒
涼
と
し
た
葬
地
へ
と
情
景
が
続
い
て
行
く
中
に
、
餓
鬼
が
憐
れ
む
べ
き
姿
で

彷
徨
す
る
さ
ま
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
内
容
が
、
河
本
家
の
家
訓
や
気
風
と
ど
の
よ

う
に
関
係
し
あ
う
の
か
、
大
変
興
味
が
も
た
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る

こ
の
絵
巻
は
終
戦
後
の
厳
し
い
経
済
事
情
の
中
で
や
む
な
く
河
本
家
の
も
と
を
離
れ
る
こ
と
に

な
り
、
現
在
は
東
京
国
立
博
物
館
の
所
蔵
に
な
っ
て
い
ま
す
。

四　

河
本
家
の
遺
産

　

河
本
家
の
繁
栄
が
し
の
ば
れ
る
資
料
で
現
存
す
る
も
の
は
、
先
の
「
餓
鬼
草
子
」
を
除
け
ば

多
く
が
当
館
の
所
蔵
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
昭
和
三
四
年
に
お
け
る
当
時
の
当
主
、
太
仁

治
氏
か
ら
の
寄
贈
に
始
ま
っ
て
、 

昭
和
五
五
年
に
は
郷
土
史
家
の
岡
長
平
氏
の
旧
蔵
品
が
遺
族

の
石
村
雅
子
氏
か
ら
、
昭
和
五
九
年
に
は
河
本
家
の
親
族
の
那
須
衛
一
氏
か
ら
、
平
成
一
七
年

に
は
宗
政
省
作
氏
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
資
料
の
寄
贈
が
あ
り
、「
経
誼
書
院
」
の
看
板
は
橋
本
修
一

郎
氏
を
通
じ
て
当
館
へ
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
光
田
健
輔
氏
の
旧
蔵
品
に
も
長
島
愛
生

園
の
慰
問
を
通
じ
て
深
い
親
交
の
あ
っ
た
太
仁
治
氏
か
ら
か
、
若
干
の
河
本
家
関
係
資
料
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
河
本
太
仁
治
氏
か
ら
の
寄
贈
品
の
大
部
分
と
「
経
誼
書
院
」
の
看
板
は
岡
山
市
の

指
定
重
要
文
化
財
に
な
っ
て
お
り
、
比
較
的
よ
く
紹
介
も
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
は

那
須
衛
一
氏
の
寄
贈
品
と
岡
長
平
氏
の
旧
蔵
品
か
ら
未
紹
介
の
資
料
を
い
く
つ
か
展
示
し
ま
し

た
。
岡
長
平
氏
は
河
本
家
の
本
邸
が
あ
っ
た
船
着
町
で
代
々
砂
糖
問
屋
を
営
ん
で
き
た
岡
屋
の

子
孫
で
あ
り
、
河
本
家
と
は
数
世
代
に
わ
た
っ
て
交
際
が
あ
っ
た
間
柄
で
す
。

　

な
お
、
河
本
家
の
歴
代
の
当
主
の
伝
記
は
、
河
本
勝
平
（
一
阿
）
の
日
記
を
河
本
公
輔
が
抄

録
し
た
『
家
録
秘
抄
』
を
除
け
ば
、
同
時
代
の
記
録
が
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

こ
の
展
示
で
も
、
昭
和
八
年
刊
行
の
『
備
前
岡
山
人
名
彙
海
』
や
、
戦
前
・
戦
後
の
岡
山
市
史
、

お
よ
び
各
種
の
人
物
事
典
の
記
載
内
容
に
加
え
て
、
河
本
乙
五
郎
氏
か
ら
の
聞
き
取
り
を
も
と

に
執
筆
さ
れ
た
と
い
う
岡
長
平
氏
の
論
説
「
河
本
一
阿
と
立
軒
」（『
古
美
術
』
誌
に
掲
載
）
な

ど
に
依
拠
し
て
い
ま
す
（
巻
末
の
参
考
文
献
一
覧
を
参
照
）。
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河
本
定
平
像　
画
家
不
詳
、
雲
卧
（
賛
）

　

河
本
家
第
二
代
・
定
平
の
肖
像
画
で
す
。
賛
文
に
記
さ
れ
て
い
る
内
容
と
、
木
箱
の
蓋
の
書
付
か

ら
、
曽
孫
の
安
（
号
：
侗
居
、
一
阿
居
士
）
が
作
成
し
た
も
の
と
わ
か
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
生
前

の
本
人
の
実
写
で
は
な
く
、
後
代
に
追
懐
し
て
描
か
れ
た
も
の
で
す
。

　

仏
教
へ
深
く
帰
依
し
た
定
平
は
、
晩
年
に
な
っ
て
高
野
山
へ
上
り
、
龍
澄
と
号
し
て
禅
・
密
の
二

宗
を
修
め
た
と
い
わ
れ
、
椅
子
に
座
る
高
僧
の
姿
で
表
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

賛
の
文
を
寄
せ
て
い
る
雲
卧
と
い
う
人
に
つ
い
て
は
、
こ
の
時
代
に
活
動
し
て
い
た
複
数
の
人
物

が
浮
か
び
ま
す
が
、
篆
書
の
印
記
が
よ
く
解
読
で
き
て
い
な
い
の
で
、
特
定
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

お
お
、
一
般
に
肖
像
画
の
顔
の
向
く
先
を
憚
っ
て
の
こ
と
だ
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
賛
の
文
は

左
端
の
行
か
ら
読
み
始
め
て
右
へ
と
進
ん
で
行
き
ま
す
。。

　
　

縦
一
〇
一
・
一
㎝
×
横
三
五
・
六
㎝
。
河
本
太
仁
治
氏
寄
贈
品
。

賛
（
左
端
の
行
か
ら
右
へ
読
み
ま
す
）

　
　
　
　
　
　

雲
卧
老
衲
書
（
印
記
）（
印
記
）　

禪
密
相
兼
輪
並
馳

忽
亡
包
抛
塵
事
修
眞
理

國
君
褒
孝
世
皆
知

五
典
三
墳
自
幼
児

眞
俄
求
讃

又
稱
龍
澄
共
探
其
源
云
曽
孫
一
阿
居
士
圖
其　
　
　

剃
染
参
禪
於
難
波
政
各
寂
源
學
密
於
野
山

國
君
褒
之
有
恩
賜
事
迹
詳
孝
子
傳
後
信
佛
法

河
本
定
平
幼
誦
詩
書
呼
為
神
童
事
父
母
至
孝

河
本
定
平
は
幼
に
し
て
詩
書
を
誦
し
、
神
童
と

呼
ば
し
め
て
、
父
母
に
至
孝
を
つ
か
え
、
国
君

は
こ
れ
を
褒
め
て
恩
賜
あ
り
、
事
迹
は
孝
子
伝

に
詳
な
り
。
後
に
仏
法
を
信
じ
て
剃
染
し
、
難

波
に
於
い
て
政
各
寂
源
に
参
禅
し
、
野
山
（
高

野
山
）
に
於
い
て
密
を
学
ぶ
。
ま
た
龍
澄
と
称

し
て
共
に
そ
の
源
を
探
る
と
云
へ
り
。
曽
孫
一

阿
居
士
そ
の
真
を
図
し
俄
に
讃
を
求
む
。

五
典
三
墳
は
幼
児
よ
り
。
国
君
は
孝
を
褒
じ
世

は
皆
知
る
。
た
ち
ま
ち
包
を
亡
じ
て
塵
事
を
抛

ち
、
真
理
を
修
す
。
禅
密
あ
い
兼
ね
輪
は
並
び

馳
せ
る
。
雲
卧
老
衲
書
。

賛
木
箱
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河
本
一
居
像　
画
家
不
詳
、
天
倪
惠
謙
（
賛
）、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）

　

二
枚
残
っ
て
い
る
一
居
の
肖
像
画
の
う
ち
、
こ
ち
ら
に
は
周
防
国
の
天
倪
恵
謙
と
い
う
僧
が
賛
を

記
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、こ
れ
は
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
に
数
え
年
八
八
歳
で
亡
く
な
っ

た
一
居
の
肖
像
を
、
孫
の
安
（
侗
居
、
一
阿
居
士
）
が
画
工
に
命
じ
て
描
か
せ
た
も
の
で
す
。

　

商
売
の
こ
と
に
つ
い
て
は
大
変
厳
し
い
一
面
を
も
っ
て
い
た
と
伝
わ
る
一
居
で
す
が
、
こ
の
賛
文

の
中
で
は
温
厚
な
性
格
で
、
父
母
へ
孝
養
を
尽
く
し
た
と
い
う
人
柄
が
称
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
う

し
た
複
雑
な
性
格
が
、
想
い
に
ふ
け
り
、
何
か
夢
見
る
か
の
よ
う
な
視
線
の
中
に
宿
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
賛
文
に
記
さ
れ
て
い
る
年
記
「
寛
政
庚
戌
」
は
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
の
こ
と
で
、
こ
の

年
に
侗
居
は
数
え
年
で
六
三
歳
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

頭
頂
部
と
後
頭
部
と
向
か
っ
て
左
の
頬
に
輪
郭
線
を
変
更
し
た
痕
跡
が
あ
り
ま
す
。

　

縦
一
〇
三
・
四
㎝
×
横
三
六
・
七
㎝
。
河
本
太
仁
治
氏
寄
贈
品
。

賛
（
左
端
の
行
か
ら
右
へ
読
み
ま
す
）

寛
政
庚
戌
林
鐘
日　

周
州
香
山
退
衲
天
倪
惠
謙
題
書
（
印
記
）「
天
倪
」「
□
□
」

　

精
修
阿
字　

理
會
眞
空　

緜
々
瓜
瓞　

嘉
運
無
窮

　

仁
慈
純
孝　

萬
福
攸
同　

信
以
帰
佛　

義
以
奉
公

　

傀
偉
竒
骨　

國
都
財
雄　

脩
學
衣
徳　

興
家
旌
功

需
予
讃
語
以
不
文
辞
不
可
謾
俚
語
塗
糊
焉

十
日
壽
八
十
八
卒
孝
孫
一
阿
居
士
命
工
描
翁
之
肖
像

利
民
是
以
顕
聲
干
世
矣
翁
其
後
裔
也
延
享
丁
卯
六
月

稱
對
馬
守
擢
干
老
臣
粛
々
謹
候
度
也
以
忠
奉
君
以
仁

既
載
備
府
之
孝
子
傳
也
其
先
仕
宇
喜
田
侯
翁
之
高
祖
父

行
家
貨
殖
昌
時
也
孝
廉
事
父
母
仁
恕
惠
九
族
矣
其
孝

志
尚
清
雅
老
来
剃
髪
入
道
其
為
人
也
温
厚
質
直
恭
儉

老
翁
姓
河
本
名
勝
平
字
又
七
郎
別
號
一
居
少
小
好
学

（
印
記
）
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河
本
一
居
像　
画
家
不
詳

　

定
平
の
子
、
河
本
家
第
三
代
・
勝
平
（
号
：
一
居
、
随
時
庵
）
の
肖
像
画
で
す
。
彼
の
と
き
、
河

本
家
は
交
易
の
範
囲
を
広
げ
、
蝦
夷
地
の
松
前
か
ら
九
州
の
博
多
ま
で
全
国
に
わ
た
る
取
引
網
を
築

い
た
と
伝
わ
り
、
書
物
の
収
集
も
本
格
的
に
な
り
ま
す
。

　

先
の
肖
像
画
と
比
べ
る
と
、
こ
ち
ら
の
ほ
う
で
は
ま
な
ざ
し
や
口
元
の
表
情
が
よ
り
鋭
く
引
き

締
ま
り
強
調
さ
れ
て
表
さ
れ
て
い
る
の
で
、
河
本
家
の
巨
富
の
基
礎
を
築
い
た
人
を
彷
彿
さ
せ
る
、

意
思
の
強
そ
う
な
風
貌
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
特
徴
か
ら
、
こ
ち
ら
の
肖
像
画
に
初
発
性

を
見
る
か
、
あ
る
い
は
こ
れ
を
模
写
に
と
も
な
う
表
現
の
強
調
と
み
る
か
で
、
二
つ
の
肖
像
画
の
前

後
関
係
を
考
え
る
際
に
は
判
断
が
異
な
っ
て
き
ま
す
。

　

な
お
、
一
居
の
甥
で
、
親
類
の
天
野
家
か
ら
実
子
の
な
い
一
居
の
も
と
へ
養
子
入
り
し
、
貴
重
な

書
物
の
収
集
を
継
承
し
て
、
経
誼
書
院
と
い
う
書
館
を
設
け
た
河
本
家
第
四
代
・
質
（
巣
居
）
の
肖

像
画
と
判
明
す
る
も
の
は
、
当
館
に
は
伝
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

縦
一
〇
一
・
一
㎝
×
横
三
五
・
六
㎝
。
河
本
太
仁
治
氏
寄
贈
品
。

木
箱
と
巻
紙

部
分
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こ
の
画
は
河
本
家
第
五
代
・
安
（
号
：
侗
居
、
一
阿
居
士
）
の
肖
像
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
賛

や
そ
れ
に
類
す
る
直
接
の
書
入
れ
が
な
く
、
人
物
の
同
定
に
は
決
め
手
を
欠
い
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
画
の
表
装
に
用
い
ら
れ
て
い
る
紺
色
の
裂
地
と
黒
色
の
木
製
軸
先
を
見
る
と
、
前

掲
の
祖
父
・
一
居
の
賛
が
な
い
ほ
う
の
肖
像
画
と
同
一
で
す
。
そ
の
た
め
両
者
が
同
時
期
（
寛
政
二

年
）
に
制
作
さ
れ
、
揃
い
の
表
装
を
な
さ
れ
た
と
考
え
た
場
合
、
こ
の
肖
像
は
、
そ
の
と
き
に
は
数

え
年
で
六
三
歳
に
達
し
て
い
た
は
ず
の
侗
居
に
し
て
は
少
し
年
齢
が
若
い
よ
う
に
見
え
ま
す
。
し
か

し
表
装
は
後
代
に
作
り
直
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
、
こ
れ
も
確
か
な
論
拠
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

侗
居
は
茶
道
、
和
歌
、
俳
諧
に
造
詣
が
深
く
、
画
家
の
浦
上
玉
堂
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
文
人
と
親
交

を
結
び
ま
し
た
が
、
城
下
の
町
人
の
た
め
に
志
し
た
郷
学
設
置
は
藩
の
認
可
が
な
か
な
か
下
り
ず
果

た
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
晩
年
は
禅
宗
に
帰
依
し
て
出
家
し
、宝
福
寺
（
総
社
市
）
へ
入
山
し
ま
し
た
。

　

縦
九
九
・
二
㎝
×
横
三
五
・
五
㎝
。
河
本
太
仁
治
氏
寄
贈
品
。

（
伝
）
河
本
侗
居
像　
画
家
不
詳
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千
利
休
像　
画
家
不
詳
、
河
本
侗
居
（
賛
）　

寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）

　

茶
人
の
崇
敬
を
集
め
た
千
利
休
の
肖
像
画
で
す
。
描
い
た
画
家
の
名
前
は
印
章
が
つ
ぶ
れ
て
不
鮮

明
で
あ
る
た
め
判
明
し
ま
せ
ん
が
、「
外
に
鴻
漸
の
事
を
倣
い
、
内
に
趙
州
の
茶
を
参
ず
る
、
万
古

の
規
則
立
つ
、
何
人
も
歯
牙
に
容
れ
ん
」
と
い
う
内
容
の
賛
は
六
七
歳
の
河
本
侗
居
（
安
、
一
阿
居

士
）
が
記
し
た
も
の
で
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
に
該
当
し
ま
す
。
茶
道
に
深
く
傾
倒
し
た
侗
居

は
自
宅
に
蔵
身
庵
と
い
う
専
用
の
茶
室
を
設
け
、茶
を
通
じ
て
広
い
交
友
関
係
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。

　

縦
九
九
・
〇
㎝
×
横
三
三
・
九
㎝
。
那
須
衛
一
氏
寄
贈
品
。

賛
（
左
端
の
行
か
ら
右
へ
読
み
ま
す
）

　
　
　

六
十
七
翁
安
拝
賛
（
印
記
）「
河
本
安
印
」（
印
記
）「
定
夫
」

立
何
人
容
歯
牙

趙
州
茶
参
萬
古
規
則

外
倣
鴻
漸
事
内
参　

木
箱
の
蓋
表
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河
本
立
軒
像　
大
野
文
泉
（
画
）　

寛
政
一
二
年
（
一
八
〇
二
）

　

河
本
家
第
六
代
・
儼
（
号
、
立
軒
）
の
肖
像
画
で
す
。
こ
れ
を
描
い
た
大
野
（
ま
た
は
巨
野
）
文

泉
は
白
河
藩
士
の
子
に
生
ま
れ
、
幕
府
老
中
の
首
座
と
し
て
寛
政
の
改
革
を
推
進
し
た
白
河
藩
主
、

松
平
定
信
に
画
才
を
見
出
さ
れ
、
彼
の
側
近
を
務
め
た
画
家
、
谷
文
晁
の
高
弟
と
な
っ
た
人
で
す
。

　

立
軒
の
こ
の
肖
像
画
は
、
画
中
に
寛
政
庚
申
（
寛
政
一
二
年
、
一
八
〇
二
）
の
年
記
が
あ
り
、
文

泉
が
数
え
年
で
二
九
歳
で
あ
っ
た
年
の
作
品
と
わ
か
り
ま
す
。
そ
の
前
年
と
こ
の
年
に
彼
は
松
平
定

信
が
取
り
組
ん
だ
『
集
古
十
種
』
の
編
纂
の
た
め
に
西
日
本
を
旅
行
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
肖
像
画
は
そ
の
と
き
に
文
泉
が
岡
山
に
も
立
ち
寄
っ
て
立
軒
が
所
蔵
す
る
古
美
術
品
を

調
査
し
た
際
に
描
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
画
中
に
特
に
「
対
写
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
画
家
が
立
軒
本
人
を
眼
前
に
し
て
直
接
写
生
し
た
こ
と
が
わ
か
る
貴
重
な
作
品
で
す
。

　

当
館
に
は
京
都
の
画
家
、
余
田
正
胤
（
如
水
）
が
、
こ
れ
の
左
右
を
反
転
さ
せ
て
模
写
し
た
作
品

（
那
須
衛
一
氏
寄
贈
品
。
今
回
は
展
示
せ
ず
）
も
あ
る
の
で
比
較
す
る
と
、
文
泉
の
作
品
に
は
、
至

近
距
離
に
い
る
画
家
を
見
つ
め
て
い
る
た
め
に
片
方
の
目
だ
け
が
相
手
へ
焦
点
を
合
わ
せ
て
い
る
点

や
、
衣
服
の
襞
と
帯
の
結
び
目
の
正
確
な
描
写
、
両
肩
の
あ
た
り
の
衣
の
下
に
想
像
さ
れ
る
体
躯
の

膨
ら
み
の
素
直
な
表
現
な
ど
、本
人
を
前
に
す
る
実
写
な
ら
で
は
の
特
徴
が
顕
著
に
認
め
ら
れ
ま
す
。

　

父
の
遺
志
を
継
い
で
経
誼
書
院
を
郷
学
と
す
る
認
可
を
藩
か
ら
取
得
し
、
中
国
風
の
衣
服
を
着
て

漢
籍
を
講
じ
た
と
伝
わ
る
立
軒
の
、数
え
年
で
五
四
歳
の
と
き
の
風
貌
が
如
実
に
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

縦
一
五
七
・
〇
㎝
×
横
五
六
・
五
㎝
。
河
本
太
仁
治
氏
寄
贈
品
。
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大
野
文
泉
の
原
作
（
右
）
と
余
田
正
胤
の
模
作
（
左
）
を
比
べ
る
と
、

模
作
で
は
両
目
の
眼
球
の
向
き
が
揃
い
、
眉
毛
を
反
ら
せ
て
強
調
し
、

帽
子
の
立
体
感
は
む
し
ろ
乏
し
く
、
頬
の
表
情
に
少
し
誇
張
が
出
て
い

ま
す
。
ま
た
全
身
を
み
る
と
、
衣
の
襞
の
表
現
や
首
筋
か
ら
肩
へ
か
け

て
の
体
躯
の
膨
ら
み
に
も
自
然
さ
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
文
泉
の

肖
像
画
が
本
人
を
前
に
し
て
の
写
生
で
あ
る
こ
と
が
納
得
さ
れ
ま
す
。

余
田
正
胤
（
如
水
）
の
作
品
の
木
箱
の
蓋
裏
に
は
文
泉
の
作
品
を
文
化
六
年
に
模
写
し
た
こ

と
が
記
さ
れ
、
寿
像
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
こ
と
も
わ
か
り
ま
す
。

顕
考
寿
像　

文
泉
対
写
如
水
模
文
化
六
年
已
巳
三
月
先
子
之
所
賜
也　

不
肖
男
公
遠
謹
蔵

（
印
記
）「
子
孫
仁
保
」

余
田
正
胤
に
よ
る
大
野
文
泉
の
立
軒
像
の
模
作
。
ほ
ぼ
同
寸
で
す
が
左
右
が
反
転
に
な
っ
て

い
ま
す
。
那
須
衛
一
氏
寄
贈
品
。

右
の
作
品
の
左
下
隅
に
記
さ
れ
て
い
る
余
田
正
胤
の
落
款
（
署
名
）
と
印
記
。

大
野
文
泉
に
よ
る
、「
対
写
」
を
明
記
し
た
河
本
立
軒
像
の
落
款
（
署
名
）
と
印
記
。

-
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藤
樹
先
生
像　
土
佐
光
貞
（
画
）　

寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）

　

こ
れ
は
大
和
絵
系
の
絵
師
で
、朝
廷
の「
絵
所
預
」を
代
々
務
め
た
土
佐
派
の
画
家
、藤
原
光
貞（
土

佐
光
貞
）
に
よ
る
、
近
江
国
の
儒
学
者
・
中
江
藤
樹
の
肖
像
画
で
す
。
光
貞
は
天
明
年
間
に
火
災
で

焼
失
し
た
京
都
御
所
が
松
平
定
信
の
尽
力
で
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
に
再
建
さ
れ
た
と
き
、
御
用

絵
師
の
一
人
に
選
任
さ
れ
、
多
数
の
画
家
を
統
率
し
て
建
物
の
装
飾
画
を
取
り
仕
切
り
ま
し
た
。

　

こ
の
絵
を
収
納
す
る
木
箱
の
蓋
の
表
側
に
は
「
藤
樹
先
生
肖
像　

立
軒
收
蔵
」
と
書
か
れ
、
裏
側

に
は
河
本
立
軒
（
三
宅
儼
）
が
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
一
〇
月
に
識
語
（
来
歴
を
記
し
た
言
葉
）

を
記
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
京
都
の
葭
屋
町
に
あ
っ
た
星
辰
を
祀
る
姿
の
藤
樹
像
を
、
天

明
七
年
（
一
七
八
七
）
夏
に
立
軒
が
祭
主
の
渕
良
蔵
に
許
可
を
乞
い
、
光
貞
に
描
か
せ
て
自
家
に
収

蔵
し
た
も
の
と
わ
か
り
ま
す
。

　

藤
樹
の
肖
像
画
が
あ
っ
た
の
は
京
都
西
陣
葭
屋
町
（
現
在
の
上
京
区
葭
屋
町
通
元
誓
願
寺
下
ル
徳

屋
町
）
の
京
都
学
館
で
、
こ
れ
は
仙
台
出
身
の
儒
学
者
で
、
後
に
会
津
に
藤
樹
学
派
を
育
て
る
渕
岡

山
が
、
藤
樹
の
没
後
、
京
都
で
そ
の
学
問
を
継
承
す
る
た
め
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
に
臼
杵
城
主
、

稲
葉
景
通
の
屋
敷
地
を
買
い
取
り
、
藤
樹
を
祀
る
祠
堂
と
学
館
を
建
設
し
て
、
子
孫
が
代
々
管
理
に

あ
た
っ
て
き
た
も
の
で
す
。

　

藤
樹
は
陽
明
学
派
の
儒
者
で
、
岡
山
藩
の
実
質
的
な
藩
祖

と
な
る
池
田
光
政
が
深
く
敬
慕
し
、
そ
の
弟
子
の
熊
沢
蕃
山

を
岡
山
に
迎
え
て
藩
政
の
改
革
に
当
た
ら
せ
た
こ
と
は
広
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
こ
と
は
立
軒
も
意
識
し
て
い
た

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

祭
主
の
許
可
を
得
て
画
家
に
制
作
を
依
頼
し
て
か
ら
作
品

が
完
成
し
て
収
蔵
さ
れ
る
ま
で
に
長
い
年
月
が
経
過
し
て
い

ま
す
が
、
御
所
が
焼
亡
し
た
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
正
月

の
大
火
で
渕
岡
山
の
京
都
学
館
も
類
焼
し
て
お
り
、
さ
ら
に

土
佐
光
貞
は
寛
政
二
年（
一
七
九
〇
）に
は
御
所
の
装
飾
画
に
、

そ
し
て
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
に
も
光
格
天
皇
の
皇
后
の

御
殿
の
造
営
に
携
わ
る
の
で
、
そ
う
し
た
諸
事
情
が
制
作
の
延
引
の
原
因
に
な
っ
た
可
能
性
を
考
え

ら
れ
そ
う
で
す
。

　

縦
一
〇
三
・
九
㎝
×
横
四
〇
・
一
㎝
。
那
須
衛
一
氏
寄
贈
品
。

木
箱
の
書
き
付
け

（
蓋
表
）

藤
樹
先
生
肖
像　
　
　

立
軒
收
蔵

（
蓋
裏
）

中
江
先
生
祭
星
之
像
蔵
在
京
師
葭
屋
町
祠
堂
天
明
丁
未
夏
乞

諸
祭
主
渕
良
蔵
令
藤
原
光
貞
摸
之
而
蔵
家　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
記
）「
備
前
河
本
子
恭
家
蔵
記
」　　
　
　
　
　
　
　
　

寛
政
七
年
乙
卯
十
月　
　
　

三
宅
儼
識
（
印
記
）「
儼
」「
恭
」　

画
中
の
署
名

画
所
預
正
五
位
下
土
佐
守
藤
原
光
貞
（
印
記
）「
光
貞
之
印
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
箱
の
蓋
の
表
と
裏
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中
国
の
北
宋
の
画
家
、
李
龍
眠
（
李
公
麟
）

の
画
を
原
作
と
す
る
聖
像
（
孔
子
像
）
で
す
。

　

作
品
自
体
に
作
者
の
署
名
や
作
者
を
特
定

で
き
る
書
付
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
作
品

の
旧
蔵
者
で
あ
る
岡
長
平
氏
（
郷
土
史
家
）

の
所
蔵
品
を
公
開
す
る
展
覧
会
（「
岡
長
平
先

生
還
暦
祝
賀
展
覧
会
」
昭
和
二
六
年
、
天
満

屋
百
貨
店
）
が
開
催
さ
れ
た
と
き
の
解
題
目

録
に
、
こ
の
作
品
が
、
児
島
郡
出
身
の
画
家

で
「
山
水
奇
観
」
を
代
表
作
と
す
る
渕
上
旭

江
の
画
に
、
空
海
（
弘
法
大
師
）
の
筆
法
を

よ
く
研
究
し
書
博
士
の
称
を
得
た
京
都
の
書

家
、
賀
茂
保
考
が
賛
を
記
し
た
も
の
と
し
て

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

京
都
御
所
で
使
用
さ
れ
る
重
要
な
調
度
品

に
筆
を
ふ
る
っ
た
賀
茂
保
考
は
、
そ
の
時
代

に
随
一
の
評
判
を
と
っ
た
書
家
で
、
河
本
立

軒
に「
経
誼
堂
」の
書
を
贈
っ
た
一
条
忠
良（
内

大
臣
、
の
ち
に
関
白
）
の
書
道
の
師
で
あ
り
、

享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
に
は
立
軒
の
た
め

に
自
身
が
「
経
誼
書
院
」
の
看
板
の
文
字
を

書
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
作
品
で
も
流
麗
な
筆
致
に
保
考
の「
大

師
流
」
の
特
徴
が
強
く
現
れ
て
い
ま
す
。

　

縦
八
七
・
〇
㎝
×
横
五
四
・
二
㎝
。
岡
長
平

氏
旧
蔵
・
石
村
雅
子
氏
寄
贈
品
。

聖
像　
（
伝
）
渕
上
旭
江
（
画
）、
賀
茂
保
考
（
賛
）
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聖
像　
河
本
立
軒
（
画
）、
河
本
公
輔
（
賛
）

　

こ
の
作
品
は
、
渕
上
旭
江
が
描
い
た
と
さ

れ
る
李
龍
眠
の
原
作
に
基
づ
く
聖
像
（
孔
子

像
）
を
、
お
そ
ら
く
さ
ら
に
模
写
し
た
も
の

で
、
河
本
立
軒
（
署
名
は
三
宅
儼
）
が
肖
像

画
を
描
き
、
中
国
・
西
晋
の
文
学
者
、
晋
陸

機
の
詩
文
を
、
子
の
公
輔
（
署
名
は
三
宅
会
）

が
賛
と
し
て
書
き
入
れ
た
こ
と
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
署
名
で
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
合
作
か
ら
は
、
儒
学
や
中
国
の
古
典

に
対
す
る
父
子
の
共
通
の
関
心
が
う
か
が
わ

れ
る
と
と
も
に
、
専
門
の
画
家
で
あ
っ
た
旭

江
の
域
に
は
及
ば
な
い
と
し
て
も
、
河
本
家

の
二
人
が
、
画
や
書
に
お
い
て
素
人
の
域
を

超
え
た
、
な
か
な
か
の
技
量
を
有
し
て
い
た

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　

縦
七
九
・
五
㎝
×
横
四
六
・
二
㎝
。
岡
長
平

氏
旧
蔵
・
石
村
雅
子
氏
寄
贈
品
。
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（
伝
）
河
本
公
輔
像　
画
家
不
詳

　

立
軒
の
長
子
で
、京
都
へ
出
て
国
学
者
の
賀
茂
季
鷹
に
師
事
し
、国
学
と
歌
学
を
学
ん
だ
会（
公
輔
、

通
称
：
文
太
郎
）
の
肖
像
と
さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
軸
の
外
装
に
あ
る
「
公
輔
御
省
像
」
と
い
う

書
き
入
れ
は
、そ
の
表
記
の
し
か
た
か
ら
、か
な
り
古
い
も
の
（
江
戸
時
代
？
）
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

そ
の
ま
ま
信
じ
て
よ
さ
そ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
厳
密
に
言
え
ば
賛
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
肖
像
に

関
す
る
直
接
の
記
載
も
な
い
の
で
、
人
物
の
同
定
に
は
な
お
余
地
が
あ
る
と
見
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

公
輔
は
故
郷
で
商
人
と
し
て
歩
む
代
わ
り
に
京
都
へ
と
ど
ま
っ
て
高
名
な
人
物
と
交
わ
り
、
学

者
と
し
て
い
く
つ
か
著
書
も
残
し
ま
し
た
。
文
化
や
学
問
を
大
切
に
し
た
父
の
立
軒
と
は
、「
聖
像
」

の
共
同
制
作
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
良
好
な
間
柄
に
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
む
し
ろ
彼
は
、
河

本
家
が
京
都
の
堂
上
の
人
々
と
関
係
を
持
つ
た
め
に
大
き
い
役
割
を
果
た
し
た
よ
う
で
す
。

　

縦
一
〇
一
・
六
㎝
×
横
三
五
・
六
㎝
。
河
本
太
仁
治
氏
寄
贈
品
。

軸
の
外
装
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公
輔
の
弟
で
、
岡
山
で
河
本
家
第
七
代
を
継
い
だ
曽
（
公
唯
、
通
称
：
忠
五
郎
、
号
：
訒
軒
）
の

肖
像
画
と
伝
わ
る
も
の
で
す
が
、
こ
れ
も
賛
な
ど
が
な
く
、
外
装
へ
の
書
入
れ
か
ら
の
同
定
で
す
。

　

し
か
し
訒
軒
は
天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
に
数
え
年
五
九
歳
で
歿
し
て
お
り
、
か
り
に
最
晩
年

の
肖
像
と
し
て
も
、
家
紋
の
な
い
地
味
な
色
調
の
裃
を
着
た
白
髪
交
じ
り
の
風
貌
は
、
や
や
年
齢
が

高
く
も
見
え
ま
す
。
ま
た
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
円
山
四
条
派
の
画
家
や
谷
文
晁
の
一
派
が
そ
れ
ぞ

れ
の
方
法
で
写
実
性
を
追
求
し
て
そ
の
影
響
が
広
ま
り
ま
す
が
、
公
輔
と
訒
軒
の
肖
像
は
伝
侗
居
像

や
大
野
文
泉
の
立
軒
像
と
比
べ
て
も
描
き
方
が
古
風
に
見
え
、
も
し
も
疑
う
な
ら
肖
像
の
伝
わ
っ
て

い
な
い
第
四
代
の
巣
居
の
よ
う
な
、少
し
早
い
時
期
の
当
主
の
可
能
性
も
一
概
に
否
定
し
得
ま
せ
ん
。

　

訒
軒
は
惣
年
寄
な
ど
の
市
政
の
役
も
務
め
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
兄
か
ら
国
学
を
学
び
、
和
歌

や
書
に
親
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
岡
山
藩
へ
多
数
の
貴
重
な
書
物
を
献
上
し
て
い
ま
す
。

　

縦
一
〇
三
・
一
㎝
×
横
三
五
・
五
㎝
。
河
本
太
仁
治
氏
寄
贈
品
。

（
伝
）
河
本
訒
軒
像　
画
家
不
詳

軸
の
外
装
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虎
図　
川
端
玉
章
（
画
）

　

天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
に
京
都
の
蒔
絵
師
の
家
に
生
ま
れ
た
川
端
玉
章
は
、円
山
派
の
画
家
、

中
島
来
章
に
師
事
し
ま
し
た
。
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
に
は
江
戸
へ
出
て
狩
野
派
の
絵
師
に
入
門

し
、
さ
ら
に
油
絵
の
技
法
も
学
び
ま
し
た
が
、
そ
の
後
に
円
山
派
の
伝
統
へ
戻
り
、
以
降
の
画
壇
で

は
日
本
画
の
中
心
人
物
と
し
て
活
躍
し
ま
す
。
明
治
二
〇
年
に
東
京
美
術
学
校
（
現
在
の
東
京
芸
術

大
学
）
が
設
立
さ
れ
る
と
最
初
の
教
授
に
就
任
し
、
さ
ら
に
明
治
四
〇
年
に
は
み
ず
か
ら
川
端
画
学

校
を
設
立
し
て
多
数
の
後
進
を
育
て
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
歿
し
ま
し
た
。

　

河
本
容
軒
（
琴
洲
）
も
中
島
来
章
を
岡
山
に
招
い
て
画
技
を
学
ん
だ
の
で
、
玉
章
と
は
同
門
に
な

り
ま
す
。

　

こ
の
作
品
の
旧
蔵
者
の
岡
長
平
氏
は
、こ
れ
を
次
に
掲
出
し
た
文
久
三
年
の
自
賛
の
あ
る
「
虎
図
」

の
下
図
と
考
え
ま
し
た
が
、
直
接
の
共
通
点
は
少
な
く
、
こ
ち
ら
の
ほ
う
は
虎
を
旧
来
の
伝
統
的
な

構
図
に
沿
っ
て
描
い
て
い
る
面
が
強
い
よ
う
に
み
え
ま
す
。
し
か
し
毛
並
み
や
顔
の
表
情
に
は
観
察

に
基
づ
く
か
と
思
わ
れ
る
写
実
的
な
要
素
も
み
ら
れ
ま
す
。

　

縦
一
三
七
・
〇
㎝
×
横
七
五
・
六
㎝
。
岡
長
平
氏
旧
蔵
・
石
村
雅
子
氏
寄
贈
品
。
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虎
図　
川
端
玉
章
（
画
、
賛
）　

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）

　

川
端
玉
章
が
岡
山
へ
来
て
描
い
た
虎
の
図
と
し
て
は
、こ
ち
ら
が
広
く
知
ら
れ
て
い
る
作
品
で
す
。

　

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
に
は
虎
が
岡
山
へ
連
れ
て
こ
ら
れ
、
城
下
の
末
山
町
に
あ
る
大
隣
寺
で

公
開
さ
れ
て
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
船
着
町
に
あ
っ
た
河
本
家
の
本
邸
か
ら
、
直
線
距
離
で

な
ら
南
西
へ
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
と
こ
ろ
で
す
。
玉
章
は
ち
ょ
う
ど
こ
の
機
会
に
来
合
せ
て
お

り
、
生
き
た
本
物
の
虎
を
眼
前
に
し
て
行
っ
た
実
写
に
基
づ
き
、
こ
の
作
品
は
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

　

画
面
の
左
上
に
記
さ
れ
た
玉
章
の
自
賛
に
は
、「
文
久
癸
亥
の
初
夏
に
岡
山
へ
旅
し
た
と
き
、
於

兎
（
虎
の
異
名
）
が
来
て
開
場
し
た
と
こ
ろ
へ
予
（
私
）
も
到
来
し
観
た
の
で
、
そ
の
真
を
写
し
、

賞
し
て
抱
陽
楼
主
人
（
琴
洲
か
？
）
の
求
め
に
応
じ
た
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
年
の
玉
章
は
数
え
年
で
ま
だ
二
二
歳
の
若
さ
で
し
た
が
、
か
え
っ
て
そ
う
だ
か
ら
こ
そ
と
い

う
べ
き
か
、
細
部
ま
で
緊
張
感
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
丁
寧
に
描
き
込
ん
で
お
り
、
溌
剌
と
し
た
作

品
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

　

縦
一
三
六
・
八
㎝
×
横
八
二
・
三
㎝
。
河
本
太
仁
治
氏
寄
贈
品
。

自
賛

文
久
癸
亥
初
夏
予
遊

備
之
岡
山
時
有
圏
生

於
兎
来
而
開
場
者
予

亦
到
観
焉
因
寫
其
眞

賞
以
應
抱
陽
楼
主
人

需　
　

端
玉
章
（
印
記
）「
端
玉
章
印
」「
子
文
」

賛

文
久
癸
亥
初
夏
、
予
、
備

の
岡
山
へ
遊
ぶ
。
時
に
圏
生
あ
り
、

於
兎
来
た
り
て
開
場
す
れ
ば
、
予

ま
た
到
り
て
観
る
。
因
り
て
そ
の
真
を
写
し

賞
し
て
以
て
抱
陽
楼
主
人
の
需
め
に
応
ず
。

　
　
　
　
　
　
　
（
川
）
端
玉
章
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机
上
俄
眠
の
図　
河
本
容
軒
（
琴
洲
）（
画
）、
不
詳
（
賛
）

　

賛
（
詩
文
）
を
記
し
た
人
に
つ
い
て
は
詳
し
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
詩
を
苦
吟
し
篆
刻
を
し
て
い

る
と
き
に
俄
か
に
机
の
上
で
眠
り
こ
け
て
し
ま
っ
た
状
態
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

琴
洲
の
名
前
が
読
み
取
れ
る
印
章
が
添
え
ら
れ
た
画
は
、
こ
の
賛
の
文
の
内
容
を
軽
妙
な
筆
致
で

描
写
し
て
い
ま
す
。

　

縦
一
三
五
・
三
㎝
×
横
二
八
・
二
㎝
。
岡
長
平
氏
旧
蔵
・
石
村
雅
子
氏
寄
贈
品
。

部
分
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楼
上
月　
河
本
延
之
（
和
歌
、
書
）

　

河
本
公
輔
の
長
子
で
、
父
と
同
様
に
京
都
で
生
涯
を
過
ご
し
、
日
本
の
古
典
文
学
を
研
究
し
て
国

学
者
ま
た
は
歌
人
と
し
て
知
ら
れ
た
延
之
（
号
：
可
々
楼
）
の
和
歌
の
書
で
す
。

　

和
文
を
記
す
の
に
ふ
さ
わ
し
い
、
や
わ
ら
か
で
流
麗
な
筆
遣
い
で
す
。

　

縦
一
一
三
・
九
㎝
×
横
一
八
・
八
㎝
。
岡
長
平
氏
旧
蔵
・
石
村
雅
子
氏
寄
贈
品
。

楼
上
月

と
も
し
火
は 

し
ば
し
と
い
ひ
て 

た
か
ど
の
に 

の
ぼ
れ
ば
の
ぼ
る 

夕
月
の
影　

延
之
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河
本
家
の
奉
公
書　
河
本
容
軒
（
書
）　

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）

　

藩
主
の
代
替
わ
り
の
際
な
ど
に
、
藩
の
武
士
は
奉
公
書
を
提
出
し
ま
す
。
こ
れ
は
主
君
に
仕
え
て

き
た
先
祖
以
来
の
功
績
を
年
代
順
に
書
き
出
し
た
も
の
で
、
家
臣
と
し
て
の
履
歴
を
登
録
す
る
目
的

で
作
ら
れ
る
、
封
建
制
度
に
お
い
て
は
大
切
な
文
書
で
す
。

　

し
か
し
町
人
や
農
民
で
も
、
藩
の
重
要
な
役
職
に
就
い
た
家
で
は
苗
字
帯
刀
が
許
さ
れ
、
形
式
上

は
武
士
身
分
に
取
り
立
て
ら
れ
る
の
で
、
奉
公
書
を
提
出
し
ま
す
。

　

岡
山
城
下
の
商
人
の
奉
公
書
は
、
岡
山
藩
の
文
書
を
集
め
た
「
池
田
家
文
庫
」（
岡
山
大
学
附
属

図
書
館
所
蔵
）
に
あ
る
ほ
か
、
幕
末
に
惣
年
寄
を
務
め
た
国
富
家
の
文
書
（
当
館
蔵
）
に
も
下
書
き

や
惣
年
寄
の
控
え
か
と
み
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
そ
の
中
に
あ
る
河
本
家
の
も
の
を
紹
介

し
ま
す
。

　

一
般
に
武
家
の
奉
公
書
で
は
、
主
君
に
対
す
る
功
業
と
し
て
戦
場
で
の
武
勲
に
重
点
を
置
い
て
記

述
さ
れ
ま
す
が
、
町
人
の
奉
公
書
で
は
、
藩
へ
多
額
の
献
金
を
行
っ
た
こ
と
が
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ

ま
す
。
そ
し
て
そ
の
論
拠
と
し
て
、
献
納
の
際
に
藩
と
交
わ
し
た
証
文
の
内
容
の
写
し
が
末
尾
に
ま

と
め
て
書
き
出
さ
れ
ま
す
。

　

国
富
家
文
書
に
あ
る
河
本
家
の
奉
公
書
（
表
表
紙
を
除
き
、
本
文
全
一
三
丁
か
ら
な
る
）
で
は
、

第
二
丁
の
裏
面
の
冒
頭
に
、
安
永
四
年
に
財
政
難
の
岡
山
藩
が
用
達
の
商
人
一
五
名
か
ら
借
り
て
い

た
銀
を
献
上
に
代
え
る
こ
と
と
引
替
え
に
、
以
後
は
毎
年
一
〇
〇
貫
目
に
つ
き
二
〇
〇
俵
の
米
を
支

給
す
る
と
し
た
約
束
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
の
証
文
の
写
し
が
、
末
尾
に
近
い

第
一
一
丁
の
裏
面
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

表
紙
に
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
河
本
忠
五
郎
は
、本
文
の
末
尾
に
あ
る
安
政
五
年
の
年
記
か
ら
、

幕
末
に
惣
年
寄
を
務
め
た
容
軒
（
琴
洲
）
の
こ
と
で
、
こ
の
奉
公
書
は
そ
の
頃
に
彼
が
惣
年
寄
の
国

富
源
次
郎
へ
控
え
と
し
て
渡
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
池
田
家
文
庫
に
も
河
本
又

七
郎
（
黙
軒
）
が
明
治
三
年
に
岡
山
藩
へ
提
出
し
た
奉
公
書
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
安
政
五
年
以
降
の

事
項
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

縦
二
四
・
五
㎝
×
横
一
六
・
七
㎝
。
国
富
文
庫
〇
九
二
・
二
三
／
一
二
。

表
紙
「
奉
公
書
上
」



27

安
永
年
間
の
事
績
。
右
端
（
本
文
第
二
丁
裏
）
に
指
上
金
百
貫
目
ご
と
に
米
二
〇
〇
俵
拝
領
の
記
事
。

証
文
の
写
し
が
列
挙
さ
れ
た
箇
所
。
右
頁
（
本
文
第
一
一
丁
裏
）
が
安
永
四
年
の
覚
書
の
写
し
。



28

岡
山
藩
へ
の
献
納
金
の
証
文　
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）

　

さ
き
の
奉
公
書
に
記
さ
れ
て
い
る
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
の
献
金
に
つ
い
て
は
、
岡
山
藩
の
役

人
か
ら
渡
さ
れ
た
証
文
の
実
物
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
と
き
は
一
五
名
の
用
達
商
人
か
ら
藩
へ
合
計
七
〇
〇
貫
目
の
銀
が
借
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た

が
、
ど
う
や
ら
藩
で
は
そ
れ
が
返
済
で
き
な
く
な
っ
た
と
み
え
て
、
商
人
か
ら
の
申
し
出
の
よ
う
な

形
を
と
っ
た
献
納
（
指
上
げ
）
に
代
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
と
引
替
え
に
藩
か
ら
は
商
人
た
ち

へ
、
一
〇
〇
貫
目
ご
と
に
毎
年
二
〇
〇
俵
の
米
を
支
給
す
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
ま
し
た
。

　

河
本
家
で
は
、
そ
の
中
の
一
五
〇
貫
目
を
負
担
し
た
の
で
し
た
が
、
証
文
の
宛
名
の
「
又
七
郎
」

は
河
本
家
で
は
代
々
の
当
主
が
名
乗
っ
て
き
た
通
称
で
あ
り
、
こ
の
年
に
当
主
に
な
っ
て
い
た
の
は

侗
居
（
一
阿
）
で
す
。

　

こ
の
金
額
を
現
在
の
貨
幣
価
値
へ
換
算
す
る
こ
と
は
大
変
難
し
く
、
か
な
り
乱
暴
な
説
明
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
金
一
両
が
さ
ま
ざ
ま
な
物
品
の
物
価
換
算
で
数
万
円
か
ら
数
十
万
円
ま
で
の

幅
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
こ
れ
を
米
一
石
（
一
八
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
値
段
に
相
当
す
る
と
し
て
仮

に
一
五
万
円
程
度
と
し
た
場
合
、
一
両
が
銀
六
〇
匁
の
相
場
と
し
て
、
一
貫
目
（
銀
一
〇
〇
〇
匁
）

は
約
二
五
〇
万
円
と
な
り
、
一
五
〇
貫
目
な
ら
お
お
よ
そ
三
億
七
〇
〇
〇
万
円
あ
ま
り
で
す
。

　

こ
の
証
文
の
中
で
河
本
家
の
人
は
商
人
で
あ
る
た
め
、
苗
字
で
は
な
く
屋
号
（
灰
屋
）
を
右
肩
付

き
に
し
て
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
岡
山
藩
か
ら
署
名
し
て
い
る
の
は
、藩
の
会
計
事
務
（
出
納
）

を
つ
か
さ
ど
る
「
判
形
」（
は
ん
ぎ
ょ
う
）
と
い
う
役
職
を
勤
め
て
い
た
三
名
の
武
士
（
梶
浦
勘
助
、

小
崎
半
兵
衛
、
森
半
左
衛
門
）
で
、
さ
ら
に
証
文
の
裏
面
に
仕
置
職
を
勤
め
て
い
た
家
老
の
ひ
と
り
、

池
田
大
和
が
署
名
を
し
て
い
ま
す
。

　
（
証
文
）
縦
四
〇
・
七
㎝
、
横
五
五
・
三
㎝
。（
包
紙
）
縦
四
四
・
五
㎝
、
横
八
・
二
㎝
。
岡
長
平
氏
旧

蔵
・
石
村
雅
子
氏
寄
贈
品
。

翻
刻
と
読
み
下
し

（
包
紙
の
表
書
）

證
文　
　
　
　
　
　
　
　
灰
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
又
七
郎

（
証
文
の
表
書
）

　
　
　

覚

合
銀
百
五
拾
貫
目

右
者
御
用
達
拾
五
人
ゟ
兼
而
御
借
上

銀
千
七
百
貫
目
此
度
乍
恐
指
上
申
度

内
願
之
通
達

御
聴
奇
特
成
儀
依
之
元
銀
百
貫
目
ニ
付

米
弐
百
俵
宛
永
々
被
下
置
之
㫖
被

仰
出
候
間
可
被
相
受
者
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梶
浦
勘
助　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
永
四
乙
未
歳
二
月　
　
　
　
　
　
（
印
、
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
江
戸
詰
ニ
付
無
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
崎
半
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
半
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
、
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灰
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

又
七
郎

（
証
文
の
裏
書
）

表
書
之
通
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池　

大
和
（
印
、
花
押
）

　
　
　

覚
え

合
わ
せ
て
銀
百
五
拾
貫
目

右
は
御
用
達
拾
五
人
よ
り
兼
ね
て
御
借
り
上
げ

銀
千
七
百
貫
目
こ
の
た
び
恐
れ
な
が
ら
指
上
げ
申
し
た
き

内
願
の
通
り
御
聴
に
達
し

奇
特
な
る
儀
こ
れ
に
よ
り
元
銀
百
貫
目
に
つ
き

米
弐
百
俵
あ
て
永
々
下
さ
れ
置
く
の
旨

仰
せ
出
さ
れ
候
あ
い
だ
相
受
け
ら
る
べ
き
も
の
な
り
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（
裏
面
）

（
表
面
）
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河
本
侗
居
（
一
阿
居
士
）
の
施
入
へ
の
受
取
状

　

河
本
侗
居
（
一
阿
）
は
仏
教
に
深
く
帰
依
し
、
晩
年
に
は
禅
宗
を
慕
っ
て
宝
福
寺
（
総
社
市
）
へ

入
山
し
た
と
伝
わ
り
ま
す
。
こ
の
文
書
は「
覚
」（
お
ぼ
え
）と
あ
り
ま
す
が
、寛
政
元
年（
一
七
八
九
）

に
侗
居
が
寺
の
法
会
の
た
め
に
金
一
〇
両
を
施
入
（
寄
付
）
し
た
こ
と
を
証
す
る
た
め
、
寺
が
発
行

し
た
受
取
状
で
す
。

　

文
面
は
「
金
子
拾
両　

右
は
楞
伽
会
の
施
入
と
し
て
、
た
し
か
に
収
納
す
る
こ
と
件
（
く
だ
ん
）

の
ご
と
し
」
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
す
。

　

な
お
、
楞
伽
（
り
ょ
う
が
）
と
は
セ
イ
ロ
ン
島
に
あ
る
山
の
名
で
、「
楞
伽
経
」
の
説
か
れ
た
と

こ
ろ
と
い
わ
れ
（
角
川
書
店
『
新
字
源
』
に
よ
る
）、
そ
れ
を
読
誦
す
る
法
会
の
た
め
の
費
用
を
一

阿
が
寄
付
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

縦
二
九
・
三
㎝
、
横
二
一
・
二
㎝
。
岡
長
平
氏
旧
蔵
・
石
村
雅
子
氏
寄
贈
品
。

翻
刻
と
読
み
下
し

　
　
　

覚

一 

金
子
拾
両

　

右
者
為
楞
伽
會
施
入
慥
收

　

納
如
件

寛
政
元
酉
十
二
月
三
日　

井
山
寶
福
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

納
所
（
印
記
）

　
　

河
本
一
阿
居
士

　
　
　

覚

一
（
ひ
と
つ
）
金
子
拾
両

右
は
楞
伽
会
施
入
と
し
て
た
し
か
に
収
納

す
る
こ
と
件
（
く
だ
ん
）
の
ご
と
し
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内
裏
造
営
画
工
の
名
前
評
判
記

　

松
平
定
信
の
尽
力
で
再
建
さ
れ
た
寛
政
度
の
御
所
は
、
幕
末
の
嘉
永
年
間
に
ま
た
焼
失
し
て
し
ま

い
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
に
再
建
さ
れ
た
の
が
現
在
の
京
都
御
所
の
建
物
で
す
。

　

こ
の
安
政
度
の
御
所
造
営
工
事
に
お
い
て
屏
風
、襖
、衝
立
、杉
戸
絵
な
ど
の
装
飾
画
を
受
け
持
っ

た
画
家
た
ち
の
名
前
と
評
判
を
、
相
撲
の
番
付
に
倣
っ
て
書
き
出
し
た
一
覧
表
が
河
本
家
に
伝
わ
っ

て
い
て
、そ
の
包
み
紙
に
は
安
政
三
年
に
竹
屋
呂
介
と
い
う
人
か
ら
借
覧
し
、書
き
写
さ
せ
て
も
ら
っ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
河
本
家
が
京
都
の
絵
師
の
動
向
と
評
価
に
注
意
を
払
っ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
資
料
で
す
。

　
「
絵
所
預
」
を
務
め
た
土
佐
派
の
画
家
は
行
司
の
位
置
に
あ
っ
て
別
格
扱
い
で
す
が
、
そ
れ
以
外

の
画
家
の
中
で
は
琴
洲
の
師
の
中
島
来
章
の
名
前
が
上
段
に
あ
っ
て
、「
唐
子
遊
び
」
の
画
を
描
い

て
お
り
、
か
な
り
高
い
地
位
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
（
本
紙
）
縦
三
二
・
四
㎝
、
横
二
三
・
九
㎝
。
岡
長
平
氏
旧
蔵
・
石
村
雅
子
氏
寄
贈
品
。

包
紙
の
表
書
の
翻
刻
と
読
み
下
し

内
裏
造
営
ニ
付
御
用
相
勤
候
画
工

　

名
前
評
判
記
安
政
三
年
丙
辰

　

五
月
六
日
竹
屋
呂
介
ヨ
リ
借
寫

　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
本
氏
珎
蔵

内
裏
造
営
に
つ
き
御
用
あ
い
勤
め
候
（
そ
う
ろ
う
）
画
工

名
前
評
判
記　

安
政
三
年
丙
（
ひ
の
え
）
辰

五
月
六
日　

竹
屋
呂
介
ヨ
リ
借
写

　
　
　
　
　
　
　

河
本
氏
珎
（
ち
ん
）
蔵
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中
島
来
章
か
ら
河
本
琴
洲
へ
あ
て
た
文
書

　

漢
字
の
判
読
が
難
し
い
箇
所
も
あ
り
ま
す
が
、
河
本
琴
洲
か
ら
紹
介
さ
れ
た
人
の
た
め
に
中
島
来

章
が
鹿
の
絵
（「
絹
本
直
幅
著
色　

鹿
図
」）
を
制
作
し
た
と
こ
ろ
、
代
金
三
〇
〇
匹
を
直
ち
に
受
領

し
た
の
で
、
そ
の
こ
と
を
発
注
者
へ
知
ら
せ
て
御
礼
を
伝
え
る
よ
う
に
と
、
来
章
が
琴
洲
へ
依
頼
し

て
い
る
内
容
か
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

月
日
は
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
い
つ
の
年
の
こ
と
か
は
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

金
一
両
＝
四
分
＝
四
〇
〇
匹
（
疋
）
と
し
て
、
こ
の
と
き
の
掛
軸
一
幅
（
た
だ
し
絹
本
で
着
色
）

の
代
金
は
四
分
の
三
両
に
な
り
、
米
一
石
（
一
人
が
一
年
間
に
消
費
す
る
米
の
量
）
を
お
お
よ
そ
一

両
と
す
れ
ば
、
そ
の
九
ヶ
月
分
に
相
当
し
ま
す
。

　

縦
一
七
・
二
㎝
、
横
二
六
・
七
㎝
。
岡
長
平
氏
旧
蔵
・
石
村
雅
子
氏
寄
贈
品
。

翻
刻
と
読
み
下
し
（
試
案
）

　
　
　

証

一
金　

三
百
匹

右
為
絹
本
直
幅

著
色　

鹿
図
潤
筆

御
直
投
（
？
）
被
下
辱
謹
領
仕
候

猶
宜
御
先
方
江
御
禮
（
？
）

　
　
　
　
　

被
仰
上
下
度
候

　
　
　
　
　
　
　
　

頓
首

七
月
廿
日　

中
島
来
章
（
印
記
）「
匝
福
堂
」

河
本
琴
洲
君

　
　
　
　

御
紹
介

　
　
　
　

証

一
金　

三
百
匹

右
絹
本
直
幅

著
色　

鹿
図
潤
筆

御
直
投
（
？
）
下
さ
れ
謹
領
を
辱
め
つ
か
ま
つ
り
候

な
お
宜
し
く
先
方
へ
御
礼
（
？
）

上
下
仰
せ
ら
れ
た
く
候

　
　
　
　
　
　
　
　

頓
首

七
月
廿
日　

中
島
来
章

河
本
琴
洲
君

　
　
　
　

御
紹
介

又
准

又
准

又
准
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家
の
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画

　

解
説
図
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五
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〜
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